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☆★☆★☆ごあいさつ★☆★☆★

11月20日、はるばるベレンまで行ってまいりました。第10回全伯日本語ス
ピーチコンテストが開催されたからです。全国8ヶ所の予選を勝ち抜いた23
名の日本語学習者が参加しました。さすが全国の選りすぐりが出場してい
るだけあって、みなさんよく練習しており、それぞれのレベルにあった、大
変きれいな日本語が聞かれました。
以前このメルマガでもお話しましたが、スピーチで大切なことは常に聞く
人を意識することだと思います。同じ話をするにしても、どうやって聞いてい
る人に「へぇー、なるほど、そうだったのかあ」、といわせるかがポイントに
なります。聞いている人をひきつけるだけの内容ある話を、いかに魅力的
に話すかが大切です。
年々話し方や日本語の表現力はレベルが上がってきていると感じます。
来年の課題は、どんな内容のある話をするか、どれだけ聞く人を意識する
か、このあたりなのではないかと思いました。
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●●●　ローマ字とカタカナの使い方　●●●

ブラジル人の名前をカタカナ、または、漢字でどう書くのか聞かれた
ことがありますか。その時、あなたはどう答えましたか。困りましたか。
それとも、いろいろな書き方があると言ってしまいましたか。実は、誰
でもこのような質問をされたら困ると思います。ある言語を別の言語の
文字で表すということになりますね。言語学ではこれをtransliteration

といいます。

さて、それでは、この問題を次の質問から考え始めましょう。「ロー
マ字を使わない言語であっても、その言語をローマ字で書くときのルー
ルはありますか。」

ことばをローマ字で書くときのルールは一応あります。その一つがヘ
ボン式というものです。辞書で使用するローマ字のルールの一つです。
例えば、「空手」ということばを書くとき、Aurelioというポルトガル語
の辞書では “caratê”　というふうに書かれていて、ポルトガル語のこと
ばになってしまっていますが、和･ポ、または。ポ･和辞典では、”karate”

というふうに書いてあります。日伯文化連盟発行の「基礎日本語学習辞
典」の表紙の裏を見るとローマ字・平仮名・片仮名の対照表があります。
ヘボン式についての説明は、日向ノエミア著の「ローマ字ポ・和辞典」
のiiiページの最後の段落に載っています。

上の例に見たように、”caratê”など、日本語の語源を持つポルトガル
語のことばがあります。これと同じように、xógum, quimono, biombo, 

judôなど、ポルトガル語になったことばは、ヘボン式は使いません。ポ
ルトガル語の音に合わせて書いてあります。

ヘボン式のルールは、固有名詞を書くときにも使えます。例えば、「み
ちこ」と書く時、ヘボン式ではMichikoと書きます。けれども、Mitiko

と書く人もいます。実は、日本語をローマ字で書いてオリジナルのよう
に発音することはできないのです。いつも、音が違ってくるのです。似
たような音かもしれませんが、同じではないのです。この名前の場
合、”Michiko”と書いたら、多くのブラジル人は、「みちこ」ではなく、
「みしこ」と呼んでしまいます。けれども、”Mitiko”と書いても、発音
に地域性があって、”ti”の発音が地域によって変わることもあります。

ヘボン式のようなローマ字のシステムは、日本語やアラビア語やアル
メニア語など、ローマ字を使わない言語を使う人がその言語の音が大体
どんな音であるかがわかるためにも使われます。けれども、言語によっ
て、その言語の音に近いローマ字の表記があって、それは言語ごとに異
なります。上記の外国人の名前の表記がその例です。”Tanaka”と書いて
も、ポルトガル語話者と英語話者の発音は違います。そういえば、ある
韓国人の女の人の名前が　“Choe” と書いてあったので、私(吉川)は「シ
ョエ」だと思いました。実は「チェ」に近い発音だったのです。Hyundai
という韓国製の車も、本当は、「ヒョンデー」に近い音で、意味は「現
代」だそうです。漢字で書いても、日本語では「げんだい」になり、韓
国語では「ヒョンデー」のままですね。私がポルトガル語式に考えて書
くとしたら、GendaiではなくGuendaiと書くと思います。けれども、
これを見た日本人は、多分「ぐえんだい」と読むでしょうね。日本語を
ローマ字で書くときも、ルールのバリエーションがありますね。

「わさび」ということばは、WASABIと書くと「うあざび」と読んで
しまう人もいるでしょう。でも、これがヘボン式での書き方です。私は、
よきブラジル人として、多分 WAÇABIと書くでしょう。日本語がわか
るので、WASSABIと書いたら小さい「つ」が入っているようになるか
らです。でも、これを見た人が「わさび」と発音してくれるかどうかは
保証できません。

食べ物の話になってしまったのですが、「しいたけ」のことを「シタ
ーキ」と発音している人に何回か出会ったことがありますが、「しいた
け」がポルトガル語になったら、みんな「シターキ」というのではない
でしょうか。

人名に関していいますと、もともとローマ字で書く名前をカタカナで
書こうとすると、聞きなれている発音によって書き方がいろいろ変わっ
てきます。例えば、Valter、または、Walter（これを見ると、同じロー
マ字で書くにしてもいろいろな書き方があるということがわかります
が）は、ブラジル人には、「ヴァウテル」というのが一番近いと思うし、
日本人で英語を聞きなれている人には「ウォルター」が一番近いでしょ
う。ちなみに、私の名前はEdnaですが、カタカナで「エジナ」と書き
ます。ある日本人に、どうして「エッドナ」ではないかと聞かれたこと
があります。私の意見は、カタカナで自分の名前を書く一番いい方法は、
その名前の発音に一番近い音になる、カタカナの表記で書くことだと思
います。

国や町の名前に関しては、国語審議会というところが決めた正式なカ
タカナ表記があります。「ブラジル」や「サンパウロ」などがそれです。
外来語も正式な書き方があります。

どの文字も、その文字独特の音があり、アルファベットも、異なった
言語では同じ文字が違う音で読まれることになります。

ご意見・質問は　prof@fjsp.org.br
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語文・日本語文　吉川・一甲真由美エジナ

みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本を研究している人のための情報のページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開しています。
是非一度ご覧下さい
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